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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
番組の映像信号およびコマーシャルの情報を含む放送用の信号を生成する放送局装置であ
って、
　前記コマーシャルの情報を符号化することにより第１のエレメンタリストリームを生成
する第１の符号化部と、
　前記番組の映像信号を符号化することにより第２のエレメンタリストリームを生成しつ
つ前記第１の符号化部により生成された前記第１のエレメンタリストリームを前記第２の
エレメンタリストリームのユーザデータ領域に格納する第２の符号化部と、
　前記第２の符号化部により生成された前記第２のエレメンタリストリームをパケット化
することにより前記放送用の信号を生成するパケット生成部とを備えることを特徴とする
放送局装置。
【請求項２】
前記コマーシャルの情報はコマーシャルの映像信号を含むことを特徴とする請求項１記載
の放送局装置。
【請求項３】
前記コマーシャルの情報はコマーシャルの音声信号を含むことを特徴とする請求項１記載
の放送局装置。
【請求項４】
請求項１記載の放送局装置において生成された放送用の信号を受信する受信装置であって
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、
　前記放送用の信号から前記第２のエレメンタリストリームを復号する第１の復号部と、
　前記第１の復号部により復号された前記第２のエレメンタリストリームのユーザデータ
領域から前記第１のエレメンタリストリームを抽出する抽出部と、
　前記抽出部により抽出された前記第１のエレメンタリストリームから前記コマーシャル
の情報を復号する第２の復号部と、
　前記第１の復号部により復号された前記第２のエレメンタリストリームから前記番組の
映像信号を復号する第３の復号部とを備えることを特徴とする受信装置。
【請求項５】
前記第３の復号部により復号された番組の映像信号に基づく番組映像を表示する表示部を
さらに備え、
　前記コマーシャルの情報はコマーシャルの映像信号を含み、
　前記表示部は、前記番組映像および前記コマーシャルの映像信号に基づくコマーシャル
映像を同時に表示することを特徴とする請求項４記載の受信装置。
【請求項６】
前記第３の復号部により復号された番組の映像信号に基づく番組映像を表示する表示部を
さらに備え、
　前記コマーシャルの情報はコマーシャルの映像信号を含み、
　前記表示部は、前記コマーシャルの映像信号に基づくコマーシャル映像を表示した後に
前記番組映像を表示することを特徴とする請求項４記載の受信装置。
【請求項７】
番組の情報およびコマーシャルの情報を含む放送用の信号を生成する放送局装置であって
、
　前記コマーシャルの情報を符号化することにより第１のエレメンタリストリームを生成
する第１の符号化部と、
　前記番組の情報を符号化することにより第２のエレメンタリストリームを生成する第２
の符号化部と、
　前記第１の符号化部により生成された前記第１のエレメンタリストリームをパケット化
することにより第１のパケタイズドエレメンタリストリームを生成する第１のパケット生
成部と、
　前記第２の符号化部により生成された前記第２のエレメンタリストリームをパケット化
することにより第２のパケタイズドエレメンタリストリームを生成する第２のパケット生
成部と、
　前記第１のパケタイズドエレメンタリストリームと前記第２のパケタイズドエレメンタ
リストリームとを複合化することにより第３のパケタイズドエレメンタリストリームを生
成する複合化部と、
　前記複合化部により生成された前記第３のパケタイズドエレメンタリストリームをパケ
ット化することにより前記放送用の信号を生成する第３のパケット生成部とを備え、
　前記第１のパケタイズドエレメンタリストリームのストリーム識別子と前記第２のパケ
タイズドエレメンタリストリームのストリーム識別子とが異なる値に設定されることを特
徴とする放送局装置。
【請求項８】
前記コマーシャルの情報はコマーシャルの映像信号を含むことを特徴とする請求項７記載
の放送局装置。
【請求項９】
前記コマーシャルの情報はコマーシャルの音声信号を含むことを特徴とする請求項７記載
の放送局装置。
【請求項１０】
請求項７記載の放送局装置において生成された放送用の信号を受信する受信装置であって
、
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　前記放送用の信号から前記第３のパケタイズドエレメンタリストリームを復号する第１
の復号部と、
　前記第１の復号部により復号された前記第３のパケタイズドエレメンタリストリームを
ストリーム識別子に基づいて前記第１および第２のパケタイズドエレメンタリストリーム
に分離するとともにその第１および第２のパケタイズドエレメンタリストリームから前記
第１および第２のエレメンタリストリームを復号する第２の復号部と、
　前記第２の復号部により復号された前記第１のエレメンタリストリームから前記コマー
シャルの情報を復号する第３の復号部と、
　前記第２の復号部により復号された前記第２のエレメンタリストリームから前記番組の
情報を復号する第４の復号部とを備えることを特徴とする受信装置。
【請求項１１】
前記コマーシャルの情報はコマーシャルの映像信号を含み、
　前記番組の情報は番組の映像信号を含み、
　前記コマーシャルの映像信号に基づくコマーシャル映像および前記番組の映像信号に基
づく番組映像を表示する表示部をさらに備え、
　前記表示部は、前記番組映像および前記コマーシャルの映像信号に基づくコマーシャル
映像を同時に表示することを特徴とする請求項１０記載の受信装置。
【請求項１２】
前記コマーシャルの情報はコマーシャルの映像信号を含み、
　前記番組の情報は番組の映像信号を含み、
　前記コマーシャルの映像信号に基づくコマーシャル映像および前記番組の映像信号に基
づく番組映像を表示する表示部をさらに備え、
　前記表示部は、前記コマーシャルの映像信号に基づくコマーシャル映像を表示した後に
前記番組映像を表示することを特徴とする請求項１０記載の受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放送信号を送出する放送局装置および放送信号を受信する受信装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、放送事業者（放送局）はスポンサーから提供される資金によりテレビジョン番
組（以下、ＴＶ番組と略記する）を製作している。また、放送事業者は、製作したＴＶ番
組とともにコマーシャル（以下、ＣＭと略記する）を放送することにより、スポンサーの
サービスおよび商品等の宣伝を行っている。
【０００３】
　デジタルテレビジョン放送では、ＴＶ番組およびＣＭの情報がトランスポートストリー
ムとして放送局から送出される。放送局から送出されるトランスポートストリームにおい
ては、ＴＶ番組の情報とＣＭの情報とが異なるパケットに格納されている。すなわち、Ｔ
Ｖ番組の情報とＣＭの情報とは、時間的に区別されて放送局から送出されている。
【０００４】
　このような特徴に基づいて、近年、ＣＭを録画することなくＴＶ番組のみを録画するこ
とができる録画再生装置が開発されている（例えば、特許文献１参照）。それにより、視
聴者は時間を短縮してＴＶ番組を視聴することができるので、時間的に余裕がない場合に
も、十分にＴＶ番組を楽しむことができる。
【特許文献１】特開２００５－８６４３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記のように視聴者により意図的にＣＭが削除された場合、スポンサー
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は、自己のサービスおよび商品等の宣伝を行う機会を失うことになる。このように、ＴＶ
番組およびＣＭの情報が視聴者側で自在に編集されることにより、スポンサーが実質的に
不利益を被る場合がある。
【０００６】
　本発明の目的は、コマーシャルの情報が削除されることが防止された放送信号を生成す
る放送局装置およびその放送信号を受信する受信装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　（１）第１の発明に係る放送局装置は、番組の映像信号およびコマーシャルの情報を含
む放送用の信号を生成する放送局装置であって、コマーシャルの情報を符号化することに
より第１のエレメンタリストリームを生成する第１の符号化部と、番組の映像信号を符号
化することにより第２のエレメンタリストリームを生成しつつ第１の符号化部により生成
された第１のエレメンタリストリームを第２のエレメンタリストリームのユーザデータ領
域に格納する第２の符号化部と、第２の符号化部により生成された第２のエレメンタリス
トリームをパケット化することにより放送用の信号を生成するパケット生成部とを備える
ものである。
【０００８】
　この放送局装置においては、第１の符号化部によりコマーシャルの情報が符号化される
ことにより第１のエレメンタリストリームが生成される。また、第２の符号化部により番
組の映像信号が符号化されることにより第２のエレメンタリストリームが生成される。ま
た、第２の符号化部は、第２のエレメンタリストリームを生成する際に、その第２のエレ
メンタリストリームのユーザデータ領域に第１のエレメンタリストリームを格納する。そ
して、第１のエレメンタリストリームを格納した第２のエレメンタリストリームは、パケ
ット生成部においてパケット化される。それにより、放送用の信号が生成される。
【０００９】
　このように、この放送局装置によれば、第２のエレメンタリストリームがパケット化さ
れる前に、その第２のエレメンタリストリームのユーザデータ領域に第１のエレメンタリ
ストリームが格納される。
【００１０】
　この場合、第２のエレメンタリストリームをパケット化することにより生成された放送
用の信号が受信装置で受信された際に、その受信装置において第１のエレメンタリストリ
ームを格納するパケットと第２のエレメンタリストリームを格納するパケットとを分離す
ることができない。それにより、受信装置において放送用の信号からコマーシャルの情報
のみが削除されることを防止することができる。
【００１１】
　また、第２のエレメンタリストリームのユーザデータに第１のエレメンタリストリーム
が格納されるので、第２のエレメンタリストリームからコマーシャルの情報を削除するこ
とが困難になる。それにより、受信装置において放送用の信号からコマーシャルの情報が
削除されることを十分に防止することができる。
【００１２】
　（２）コマーシャルの情報はコマーシャルの映像信号を含んでもよい。この場合、放送
用の信号から符号化されたコマーシャルの映像信号が削除されることを十分に防止するこ
とができる。
【００１３】
　（３）コマーシャルの情報はコマーシャルの音声信号を含んでもよい。この場合、放送
用の信号から符号化されたコマーシャルの音声信号が削除されることを十分に防止するこ
とができる。
【００１４】
　（４）第２の発明に係る受信装置は、第１の発明に係る放送局装置において生成された
放送用の信号を受信する受信装置であって、放送用の信号から第２のエレメンタリストリ



(5) JP 5127610 B2 2013.1.23

10

20

30

40

50

ームを復号する第１の復号部と、第１の復号部により復号された第２のエレメンタリスト
リームのユーザデータ領域から第１のエレメンタリストリームを抽出する抽出部と、抽出
部により抽出された第１のエレメンタリストリームからコマーシャルの情報を復号する第
２の復号部と、第１の復号部により復号された第２のエレメンタリストリームから番組の
映像信号を復号する第３の復号部とを備えるものである。
【００１５】
　この受信装置においては、第１の復号部により第１の発明に係る放送局装置において生
成された放送用の信号から第２のエレメンタリストリームが復号される。また、抽出部に
より第２のエレメンタリストリームのユーザデータ領域から第１のエレメンタリストリー
ムが抽出される。そして、第２の復号部により第１のエレメンタリストリームからコマー
シャルの情報が復号され、第３の復号部により第２のエレメンタリストリームから番組の
映像信号が復号される。
【００１６】
　このように、この受信装置においては、第１の発明に係る放送局装置において生成され
た放送用の信号からコマーシャルの情報が復号されるので、放送用の信号からコマーシャ
ルの情報のみが削除されることが防止される。
【００１７】
　また、抽出部において第２のエレメンタリストリームのユーザデータ領域から第１のエ
レメンタリストリームが抽出されるので、受信装置においてコマーシャルの情報を確実に
復号することができる。
【００１８】
　（５）受信装置は、第３の復号部により復号された番組の映像信号に基づく番組映像を
表示する表示部をさらに備え、コマーシャルの情報はコマーシャルの映像信号を含み、表
示部は、番組映像およびコマーシャルの映像信号に基づくコマーシャル映像を同時に表示
してもよい。
【００１９】
　この場合、番組映像およびコマーシャル映像が表示部に同時に表示されるので、コマー
シャル映像を視聴者に確実に提供することができる。
【００２０】
　（６）受信装置は、第３の復号部により復号された番組の映像信号に基づく番組映像を
表示する表示部をさらに備え、コマーシャルの情報はコマーシャルの映像信号を含み、表
示部は、コマーシャルの映像信号に基づくコマーシャル映像を表示した後に番組映像を表
示してもよい。
【００２１】
　この場合、番組映像が表示される前にコマーシャル映像が表示されるので、コマーシャ
ル映像を視聴者に確実に提供することができる。
【００２２】
　（７）第３の発明に係る放送局装置は、番組の情報およびコマーシャルの情報を含む放
送用の信号を生成する放送局装置であって、コマーシャルの情報を符号化することにより
第１のエレメンタリストリームを生成する第１の符号化部と、番組の情報を符号化するこ
とにより第２のエレメンタリストリームを生成する第２の符号化部と、第１の符号化部に
より生成された第１のエレメンタリストリームをパケット化することにより第１のパケタ
イズドエレメンタリストリームを生成する第１のパケット生成部と、第２の符号化部によ
り生成された第２のエレメンタリストリームをパケット化することにより第２のパケタイ
ズドエレメンタリストリームを生成する第２のパケット生成部と、第１のパケタイズドエ
レメンタリストリームと第２のパケタイズドエレメンタリストリームとを複合化すること
により第３のパケタイズドエレメンタリストリームを生成する複合化部と、複合化部によ
り生成された第３のパケタイズドエレメンタリストリームをパケット化することにより放
送用の信号を生成する第３のパケット生成部とを備え、第１のパケタイズドエレメンタリ
ストリームのストリーム識別子と第２のパケタイズドエレメンタリストリームのストリー
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ム識別子とが異なる値に設定されるものである。
【００２３】
　この放送局装置においては、第１の符号化部によりコマーシャルの情報が符号化される
ことにより第１のエレメンタリストリームが生成される。また、第２の符号化部により番
組の情報が符号化されることにより第２のエレメンタリストリームが生成される。第１の
パケット生成部において第１のエレメンタリストリームがパケット化されることにより第
１のパケタイズドエレメンタリストリームが生成される。第２のパケット生成部において
第２のエレメンタリストリームがパケット化されることにより第２のパケタイズドエレメ
ンタリストリームが生成される。複合化部において、第１および第２のパケタイズドエレ
メンタリストリームが複合化されることにより第３のパケタイズドエレメンタリストリー
ムが生成される。そして、第３のパケタイズドエレメンタリストリームは、第３のパケッ
ト生成部においてパケット化される。それにより、放送用の信号が生成される。
【００２４】
　このように、この放送局装置によれば、コマーシャルの情報を格納する第１のパケタイ
ズドエレメンタリストリームおよび番組の情報を格納する第２のパケタイズドエレメンタ
リストリームが複合化された第３のパケタイズドエレメンタリストリームをパケット化す
ることにより放送用の信号が生成される。
【００２５】
　この場合、放送用の信号が受信装置で受信された際に、その受信装置においてコマーシ
ャルの情報を格納するパケットと番組の情報を格納するパケットとを分離することが困難
になる。それにより、受信装置において放送用の信号からコマーシャルの情報のみが削除
されることを防止することができる。
【００２６】
　また、この放送局装置によれば、コマーシャルの情報を格納する第１のパケタイズドエ
レメンタリストリームのストリーム識別子と番組の情報を格納する第２のパケタイズドエ
レメンタリストリームのストリーム識別子とが異なる値に設定される。それにより、放送
用の信号が受信装置で受信された際に、その受信装置において放送用の信号からコマーシ
ャルの情報および番組の情報を正確に復号することが可能になる。
【００２７】
　（８）コマーシャルの情報はコマーシャルの映像信号を含んでもよい。この場合、放送
用の信号から符号化されたコマーシャルの映像信号が削除されることを防止することがで
きる。
【００２８】
　（９）コマーシャルの情報はコマーシャルの音声信号を含んでもよい。この場合、放送
用の信号から符号化されたコマーシャルの音声信号が削除されることを防止することがで
きる。
【００２９】
　（１０）第４の発明に係る受信装置は、第３の発明に係る放送局装置において生成され
た放送用の信号を受信する受信装置であって、放送用の信号から第３のパケタイズドエレ
メンタリストリームを復号する第１の復号部と、第１の復号部により復号された第３のパ
ケタイズドエレメンタリストリームをストリーム識別子に基づいて第１および第２のパケ
タイズドエレメンタリストリームに分離するとともにその第１および第２のパケタイズド
エレメンタリストリームから第１および第２のエレメンタリストリームを復号する第２の
復号部と、第２の復号部により復号された第１のエレメンタリストリームからコマーシャ
ルの情報を復号する第３の復号部と、第２の復号部により復号された第２のエレメンタリ
ストリームから番組の情報を復号する第４の復号部とを備えるものである。
【００３０】
　この受信装置においては、第１の復号部により第３の発明に係る放送局装置において生
成された放送用の信号から第３のパケタイズドエレメンタリストリームが復号される。ま
た、第２の復号部により第３のパケタイズドエレメンタリストリームがストリーム識別子
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に基づいて第１および第２のパケタイズドエレメンタリストリームに分離される。また、
その第１および第２のパケタイズドエレメンタリストリームから第２の復号部により第１
および第２のエレメンタリストリームが復号される。そして、第３の復号部により第１の
エレメンタリストリームからコマーシャルの情報が復号され、第４の復号部により第２の
エレメンタリストリームから番組の情報が復号される。
【００３１】
　このように、この受信装置においては、第３の発明に係る放送局装置において生成され
た放送用の信号からコマーシャルの情報が復号されるので、放送用の信号からコマーシャ
ルの情報のみが削除されることが防止される。
【００３２】
　また、互いに異なる値に設定されたストリーム識別子に基づいて第１および第２のパケ
タイズドエレメンタリストリームが分離されるので、コマーシャルの情報および番組の情
報を正確に復号することが可能になる。
【００３３】
　（１１）コマーシャルの情報はコマーシャルの映像信号を含み、番組の情報は番組の映
像信号を含み、受信装置は、コマーシャルの映像信号に基づくコマーシャル映像および番
組の映像信号に基づく番組映像を表示する表示部をさらに備え、表示部は、番組映像およ
びコマーシャルの映像信号に基づくコマーシャル映像を同時に表示してもよい。
【００３４】
　この場合、番組映像およびコマーシャル映像が表示部に同時に表示されるので、コマー
シャル映像を視聴者に確実に提供することができる。
【００３５】
　（１２）コマーシャルの情報はコマーシャルの映像信号を含み、番組の情報は番組の映
像信号を含み、コマーシャルの映像信号に基づくコマーシャル映像および番組の映像信号
に基づく番組映像を表示する表示部をさらに備え、表示部は、コマーシャルの映像信号に
基づくコマーシャル映像を表示した後に番組映像を表示してもよい。
【００３６】
　この場合、番組映像が表示される前にコマーシャル映像が表示されるので、コマーシャ
ル映像を視聴者に確実に提供することができる。
【発明の効果】
【００３７】
　本発明によれば、放送用の信号からコマーシャルの情報のみが削除されることを防止す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３８】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施の形態に係る送受信システムおよび送受信方法
について説明する。
【００３９】
　＜第１の実施の形態＞
　（１）送受信システムの構成
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る送受信システムの構成を示すブロック図であ
る。
【００４０】
　図１に示すように、本実施の形態に係る送受信システム１は、放送局装置１００、受信
装置２００、映像表示装置３００および音声出力装置４００を含む。
【００４１】
　放送局装置１００は、ＭＰＥＧ（Motion Picture Experts Group）－２方式で圧縮符号
化されたテレビジョン放送信号（以下、ＴＶ放送信号と略記する）を送出する。受信装置
２００は、放送局装置１００から送出されたＴＶ放送信号を受信するとともに、そのＴＶ
放送信号から映像信号および音声信号を抽出する。放送局装置１００および受信装置２０
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０の詳細は後述する。
【００４２】
　映像表示装置３００は、例えば、液晶ディスプレイパネル、プラズマディスプレイパネ
ル、有機ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）パネルまたは電界放出型ディスプレイパネル
等を含む。映像表示装置３００は、受信装置２００により抽出された映像信号に基づいて
映像を表示する。音声出力装置４００は、例えば、スピーカ等を含む。音声出力装置４０
０は、受信装置２００により抽出された音声信号に基づいて音声を出力する。
【００４３】
　なお、図１においては、受信装置２００、映像表示装置３００および音声出力装置４０
０が別個の装置として示されているが、映像表示装置３００および音声出力装置４００が
受信装置２００に一体的に設けられていてもよい。
【００４４】
　（２）放送局装置
　（２－１）放送局装置の構成
　次に、図１の放送局装置１００の構成について詳細に説明する。
【００４５】
　図２は、放送局装置１００の構成を示すブロック図である。
【００４６】
　図２に示すように、放送局装置１００は、ＥＳエンコーダ１１～１４、ＰＥＳエンコー
ダ１５，１６、ＴＳエンコーダ１７、変調部１８および送出部１９を含む。
【００４７】
　ＥＳエンコーダ１１には、コマーシャル（ＣＭ）の映像信号（以下、ＣＭ映像信号と称
する）が与えられる。ＥＳエンコーダ１１は、ＣＭ映像信号を符号化することにより、Ｃ
Ｍ映像のエレメンタリストリーム（以下、ＣＭ映像ＥＳと称する）を生成し、生成したＣ
Ｍ映像ＥＳをＥＳエンコーダ１４に与える。
【００４８】
　ＥＳエンコーダ１２には、ＣＭの音声信号（以下、ＣＭ音声信号と称する）が与えられ
る。ＥＳエンコーダ１２は、ＣＭ音声信号を符号化することにより、ＣＭ音声のエレメン
タリストリーム（以下、ＣＭ音声ＥＳと称する）を生成し、生成したＣＭ音声ＥＳをＥＳ
エンコーダ１４に与える。
【００４９】
　ＥＳエンコーダ１３には、ＴＶ番組の音声信号（以下、番組音声信号と称する）が与え
られる。ＥＳエンコーダ１３は、番組音声信号を符号化することにより、番組音声のエレ
メンタリストリーム（以下、番組音声ＥＳと称する）を生成し、生成した番組音声ＥＳを
ＰＥＳエンコーダ１６に与える。
【００５０】
　ＥＳエンコーダ１４には、上記のＣＭ映像ＥＳおよびＣＭ音声ＥＳとともにテレビジョ
ン番組（以下、ＴＶ番組と略記する）の映像信号（以下、番組映像信号と称する）が与え
られる。ＥＳエンコーダ１４は、番組映像信号を符号化することにより、番組映像のエレ
メンタリストリーム（以下、番組映像ＥＳと称する）を生成し、生成した番組映像ＥＳを
ＰＥＳエンコーダ１５に与える。
【００５１】
　また、ＥＳエンコーダ１４は、番組映像ＥＳを生成する際に、ＣＭ映像ＥＳおよびＣＭ
音声ＥＳを番組映像ＥＳのuser_data（ユーザデータ）領域に格納する。なお、user_data
領域は、使用者が任意に情報を格納することができるデータ領域である。ＥＳエンコーダ
１４における処理の詳細は後述する。
【００５２】
　ＰＥＳエンコーダ１５は、番組映像ＥＳをパケット化することにより、パケタイズドエ
レメンタリストリーム（ＰＥＳ）を生成し、生成したＰＥＳをＴＳエンコーダ１７に与え
る。なお、以下の説明においてはＰＥＳエンコーダ１５において生成される上記のＰＥＳ
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を番組映像ＰＥＳと称する。本実施の形態においては、番組映像ＰＥＳのstream_id（ス
トリーム識別子）は０ｘＥ０に設定される。なお、stream_idは、各ＰＥＳのヘッダに設
けられ、各ＰＥＳに格納される情報を識別するための識別子である。
【００５３】
　ＰＥＳエンコーダ１６は、番組音声ＥＳをパケット化することにより、番組音声のＰＥ
Ｓ（以下、番組音声ＰＥＳと称する）を生成し、生成した番組音声ＰＥＳをＴＳエンコー
ダ１７に与える。
【００５４】
　ＴＳエンコーダ１７は、番組映像ＰＥＳおよび番組音声ＰＥＳをそれぞれパケット化す
るとともに、それらを多重化することによりトランスポートストリーム（ＴＳ）を生成し
、生成したＴＳを変調部１８に与える。
【００５５】
　変調部１８は、ＴＳを所定の変調方式（例えば、ＱＡＭ（直交振幅変調；Quadrature A
mplitude Modulation）方式）で変調する。送出部１９は、変調部１８により変調処理さ
れたＴＳをＴＶ放送信号として送出する。
【００５６】
　（２－２）ＣＭ映像ＥＳおよびＣＭ音声ＥＳの格納処理
　次に、ＥＳエンコーダ１４における処理について詳細に説明する。
【００５７】
　図３は、番組映像ＥＳのＳｙｎｔａｘ（構文）を示す図である。
【００５８】
　なお、図３に示すＳｙｎｔａｘは、番組映像ＥＳを復号する際に用いられる構文である
。本実施の形態においては、ＥＳエンコーダ１４（図２）は、図３に示すＳｙｎｔａｘに
対応するように番組映像ＥＳを生成する。
【００５９】
　図３に矢印で示すように、番組映像ＥＳは、sequence_header（シーケンスヘッダ）、s
equence_extension（シーケンス拡張）、extension_and_user_data(0)（拡張およびユー
ザデータ（０））、group_of_pictures_header（ＧＯＰヘッダ）、extension_and_user_d
ata(1)（拡張およびユーザデータ（１））、picture_header（ピクチャヘッダ）、pictur
e_coding_extension（ピクチャ符号化拡張）、extension_and_user_data(2)（拡張および
ユーザデータ（２））、およびpicture_data（ピクチャデータ）を含む。
【００６０】
　本実施の形態においては、ＥＳエンコーダ１４においてextension_and_user_data(0)、
extension_and_user_data(1)およびextension_and_user_data(2)のいずれかにＣＭ映像Ｅ
ＳおよびＣＭ音声ＥＳが格納される。
【００６１】
　図４は、番組映像ＥＳのextension_and_user_data(i)(i＝0,1,2)のＳｙｎｔａｘを示す
図である。
【００６２】
　図４に矢印Ａで示すように、extension_and_user_data(i)は、使用者が任意に情報を格
納することができるuser_data領域を含む。本実施の形態においては、ＥＳエンコーダ１
４（図２）は、番組映像ＥＳの上記user_data領域にＣＭ映像ＥＳ（図２）およびＣＭ音
声ＥＳ（図２）の情報を格納する。図４においては、ＣＭ映像ＥＳの情報がvbs_data（矢
印Ｂ参照）として示され、ＣＭ音声ＥＳの情報がabs_data（矢印Ｃ参照）として示されて
いる。
【００６３】
　なお、図４の例においては、vbs_dataとabs_dataとの間にmaker_bit（メーカビット）
が配置されている。maker_bitは、user_data領域にstart_code（スタートコード）と等し
いコードパターンが生じることを防止するために１６ビットごとに設けられる。ｍaker_b
itの値は常に“１”に設定される。
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【００６４】
　なお、ＣＭ映像ＥＳおよびＣＭ音声ＥＳの情報（vbs_dataおよびabs_data）は、extens
ion_and_user_data(0)、extension_and_user_data(1)およびextension and_user_data(2)
の各user_data領域に格納されてもよく、いずれかのuser_data領域に格納されてもよい。
【００６５】
　このように、本実施の形態においては、放送局装置１００（図２）において番組映像Ｅ
Ｓのuser_data領域にＣＭ映像ＥＳおよびＣＭ音声ＥＳの情報が格納される。それにより
、受信装置２００において番組映像ＥＳからＣＭ映像ＥＳおよびＣＭ音声ＥＳの情報を削
除することが困難になる。
【００６６】
　なお、図示していないが、本実施の形態においては、番組映像ＥＳのuser_data領域に
ＣＭ映像ＥＳのＰＴＳ（Presentation Time Stamp：提示時刻情報）が格納される。また
、番組映像ＥＳのＰＴＳは番組映像ＰＥＳに格納される。
【００６７】
　（３）受信装置の構成
　次に、図１の受信装置２００の構成について詳細に説明する。
【００６８】
　図５は、受信装置２００の構成を示すブロック図である。
【００６９】
　図５に示すように、受信装置２００は、受信部２１、復調部２２、ＴＳデコーダ２３、
ＰＥＳデコーダ２４，２５、抽出部２６、ＥＳデコーダ２７～３０、合成部３１および選
択部３２を含む。
【００７０】
　受信部２１は、図２の送出部１９から送出されたＴＶ放送信号を受信する。受信部２１
は、受信したＴＶ放送信号を復調部２２に与える。具体的には、受信部２１は、複数の放
送局装置１００から送出される複数のＴＶ放送信号を受信する。そして、受信部２１は、
複数のＴＶ放送信号の中から１つのＴＶ放送信号を選択し、選択したＴＶ放送信号を復調
部２２に与える。
【００７１】
　復調部２２は、ＴＶ放送信号からＴＳを復調し、復調したＴＳをＴＳデコーダ２３に与
える。ＴＳデコーダ２３は、ＴＳから番組映像ＰＥＳおよび番組音声ＰＥＳを復号し、番
組映像ＰＥＳをＰＥＳデコーダ２４に与え、番組音声ＰＥＳをＰＥＳデコーダ２５に与え
る。
【００７２】
　ＰＥＳデコーダ２４は、番組映像ＰＥＳから番組映像ＥＳを復号し、復号した番組映像
ＥＳを抽出部２６に与える。抽出部２６は、ＰＥＳデコーダ２４から与えられた番組映像
ＥＳをＥＳデコーダ２７に与える。また、抽出部２６は、番組映像ＥＳからＣＭ映像ＥＳ
およびＣＭ音声ＥＳを抽出する。具体的には、抽出部２６は、図３および図４に示したＳ
ｙｎｔａｘに従って番組映像ＥＳのuser_data（図４）からＣＭ映像ＥＳ（図４のvbs_dat
a）およびＣＭ音声ＥＳ（図４のabs_data）を抽出する。そして、抽出部２６は、抽出し
たＣＭ映像ＥＳをＥＳデコーダ２８に与え、ＣＭ音声ＥＳをＥＳデコーダ２９に与える。
【００７３】
　ＰＥＳデコーダ２５は、番組音声ＰＥＳから番組音声ＥＳを復号し、復号した番組音声
ＥＳをＥＳデコーダ３０に与える。
【００７４】
　ＥＳデコーダ２７は、図３に示したＳｙｎｔａｘに従って番組映像ＥＳから番組映像信
号を復号し、復号した番組映像を合成部３１に与える。ＥＳデコーダ２８は、図３に示し
たＳｙｎｔａｘに従ってＣＭ映像ＥＳからＣＭ映像信号を復号し、復号したＣＭ映像信号
を合成部３１に与える。
【００７５】
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　ＥＳデコーダ２９は、ＣＭ音声ＥＳからＣＭ音声信号を復号し、復号したＣＭ音声信号
を選択部３２に与える。ＥＳデコーダ３０は、番組音声ＥＳから番組音声信号を復号し、
復号した番組音声信号を選択部３２に与える。
【００７６】
　合成部３１は、ＥＳデコーダ２７から与えられる番組映像信号およびＥＳデコーダ２８
から与えられるＣＭ映像信号を合成し、合成した信号を映像表示装置３００（図１）に与
える。本実施の形態においては、映像表示装置３００において、番組映像がメイン映像と
して表示され、ＣＭ映像はメイン映像内に設けられるサブ画面に表示される。
【００７７】
　選択部３２は、ＥＳデコーダ２９から与えられるＣＭ音声信号およびＥＳデコーダ３０
から与えられる番組音声信号のうちの一方を選択し、選択した音声信号を音声出力装置４
００（図１）に与える。それにより、音声出力装置４００においてＣＭ音声または番組音
声が出力される。なお、本実施の形態においては、使用者が図示しない操作装置の入力部
を操作することにより、音声出力装置４００において選択される音声信号を決定すること
ができる。
【００７８】
　（４）本実施の形態の効果
　本実施の形態においては、番組映像ＥＳ、ＣＭ映像ＥＳおよびＣＭ音声ＥＳが共通のＰ
ＥＳパケットおよび共通のＴＳパケットに格納される。そのため、受信装置２００におい
てＴＶ放送信号を受信した際に、受信装置２００において番組の情報（番組映像および番
組音声）を格納するＴＳパケットとＣＭの情報（ＣＭ映像およびＣＭ音声）を格納するＴ
Ｓパケットとを分離することができない。また、受信装置２００においてＴＳからＰＥＳ
を復号する際に、番組の情報を格納するＰＥＳパケットとＣＭの情報を格納するＰＥＳパ
ケットとを分離することができない。これらの結果、視聴者によってＴＶ放送信号からＣ
Ｍの情報のみが削除されることを防止することができる。
【００７９】
　また、放送局装置１００において番組映像ＥＳのuser_dataにＣＭ映像ＥＳおよびＣＭ
音声ＥＳの情報が格納されるので、番組映像ＥＳからＣＭの情報を削除することが困難に
なる。それにより、視聴者によってＴＶ放送信号からＣＭの情報が削除されることを十分
に防止することができる。
【００８０】
　また、受信装置２００において番組映像ＥＳのuser_dataからＣＭ映像ＥＳが抽出され
る。そして、番組映像ＥＳから復号された番組映像信号とＣＭ映像ＥＳから復号されたＣ
Ｍ映像信号とが合成部３１において合成される。この場合、映像表示装置３００において
番組映像とＣＭ映像とが同時に表示されるので、ＣＭ映像を確実に視聴者に提供すること
ができる。
【００８１】
　以上の結果、ＴＶ番組のスポンサーが不利益を被ることを十分に防止することができる
。
【００８２】
　また、本実施の形態においては、番組映像ＰＥＳに番組映像ＥＳのＰＴＳが格納され、
番組映像ＥＳのuser_dataにＣＭ映像ＥＳのＰＴＳが格納されている。この場合、番組映
像ＥＳおよびＣＭ映像ＥＳの表示時刻を別個に設定することができるので、映像表示装置
３００において番組映像とＣＭ映像とを関連付けて表示することができる。具体的には、
例えば、番組映像として鞄が表示されている場合には鞄のＣＭ映像を同時に表示し、番組
映像として靴が表示されている場合には靴のＣＭ映像を同時に表示することができる。こ
れにより、スポンサーは自社の製品等をより効果的に視聴者に印象付けることができる。
【００８３】
　（５）変形例
　上記実施の形態においては、映像表示装置３００においてＣＭ映像がサブ画面に表示さ
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れているが、番組映像とＣＭ映像とが同じ大きさで表示されてもよい。
【００８４】
　また、番組映像とＣＭ映像とが異なる時間に表示されてもよい。この場合、合成部３１
は、番組映像ＥＳのＰＴＳおよびＣＭ映像ＥＳのＰＴＳに基づいて番組映像およびＣＭ映
像のいずれか一方を選択し、選択した映像を映像表示装置３００に与える。
【００８５】
　＜第２の実施の形態＞
　第２の実施の形態に係る送受信システムが第１の実施の形態に係る送受信システム１と
異なるのは以下の点である。
【００８６】
　（１）受信装置の構成
　図６は、第２の実施の形態に係る送受信システムの受信装置の構成を示すブロック図で
ある。
【００８７】
　図６に示すように、本実施の形態に係る受信装置２０１は、記憶部４１および入力部４
２を有する。また、図５の合成部３１の代わりに抽出部２６とＥＳデコーダ２７との間に
選択部４３が設けられる。また、選択部３２はＰＥＳデコーダ２５とＥＳデコーダ３０と
の間に設けられる。また、図５のＥＳデコーダ２８，２９は設けられていない。
【００８８】
　本実施の形態においては、選択部３２には、抽出部２６において抽出されたＣＭ音声Ｅ
ＳおよびＰＥＳデコーダ２５において復号された番組音声ＥＳが与えられる。選択部３２
は、ＣＭ音声ＥＳまたは番組音声ＥＳのいずれかを選択し、選択したＥＳをＥＳデコーダ
３０に与える。
【００８９】
　記憶部４１は、例えば、ハードディスク装置またはＤＶＤ（digital versatile disc）
装置からなり、復調部２２において復調されたＴＳを記憶する。入力部４２は、例えば、
使用者の操作に応じた操作信号を出力する遠隔操作装置または受信装置２００に設けられ
、使用者により操作される操作ボタンを含む。
【００９０】
　なお、上記操作信号は、番組映像の再生を指令するための信号（以下、番組再生指令信
号と称する）およびＣＭ映像の再生を指令するための信号（以下、ＣＭ再生指令信号と称
する）を含む。入力部４２は、番組再生指令信号またはＣＭ再生指令信号を記憶部４１お
よび選択部４３に与える。
【００９１】
　選択部４３には、抽出部２６において抽出された番組映像ＥＳおよびＣＭ映像ＥＳが与
えられる。選択部４３は、入力部４２から与えられる番組再生指令信号またはＣＭ再生指
令信号に応じて番組映像ＥＳまたはＣＭ映像ＥＳを選択し、選択した映像ＥＳをＥＳデコ
ーダ２７に与える。それにより、ＥＳデコーダ２７において番組映像信号またはＣＭ映像
信号が復号され、番組映像またはＣＭ映像が映像表示装置３００（図１）において表示さ
れる。
【００９２】
　なお、本実施の形態においては、記憶部４１は、複数の記憶単位でＴＳを記憶する。具
体的には、番組ごとにその番組に対応するＴＳを記憶する。また、記憶部４１にはＴＳの
記憶単位ごとにフラグが格納されている。選択部４３は、ＣＭ映像信号を選択した場合す
なわちＣＭ映像を再生した場合に、そのＣＭ映像に対応するＴＳのフラグをオンするため
のフラグ制御信号を記憶部４１に与える。なお、初期状態では、フラグはオフされている
。
【００９３】
　（２）受信装置の動作
　以下、図面を用いて受信装置２０１の動作について詳細に説明する。
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【００９４】
　図７は、受信装置２０１の動作の一例を示すフローチャートである。
【００９５】
　図７に示すように、まず、記憶部４１は、入力部４２から再生指令信号（番組再生指令
信号またはＣＭ再生指令信号）が与えられたか否かを判別する（ステップＳ１）。再生指
令信号が与えられた場合、記憶部４１は、一の記憶単位のＴＳを読み出す（ステップＳ２
）。記憶部４１から読み出されたＴＳは、図５の受信装置２００と同様にＴＳデコーダ２
３、ＰＥＳデコーダ２４および抽出部２６において処理される。
【００９６】
　次に、選択部４３は、入力部４２から与えられている再生指令信号が番組再生指令信号
であるか否かを判別する（ステップＳ３）。入力部４２から与えられている信号が番組再
生指令信号である場合、現在読み出されているＴＳのフラグがオフであるか否かを判別す
る（ステップＳ４）。
【００９７】
　フラグがオフである場合、すなわち現在読み出されているＴＳに格納されているＣＭ映
像ＥＳが選択部４３において一度も選択されていない場合、選択部４３において番組映像
ＥＳおよびＣＭ映像ＥＳのどちらも選択されることなく、映像表示装置３００において報
知映像が表示される（ステップＳ５）。なお、報知映像とは、ＣＭ映像が一度も再生され
ていないことを示す映像である。したがって、映像表示装置３００に報知映像が表示され
ることにより、視聴者はＣＭ映像が一度も再生されていないことを認識することができる
。なお、報知映像は、図示しない記憶部に予め記憶されている報知映像信号を映像表示装
置３００に与えることにより表示される。
【００９８】
　次に、選択部４３は、入力部４２からＣＭ再生指令信号が与えられたか否かを判別する
（ステップＳ６）。ＣＭ再生指令信号が与えられていない場合、選択部４３はＣＭ再生指
令信号が与えられるまで待機する。ＣＭ再生指令信号が与えられた場合、選択部４３は、
ＣＭ映像ＥＳを選択しＥＳデコーダ２７に与える（ステップＳ７）。それにより、ＥＳデ
コーダ２７においてＣＭ映像信号が復号され、映像表示装置３００においてＣＭ映像が表
示される。
【００９９】
　その後、現在読み出されているＴＳのフラグがオンされる（ステップＳ８）。なお、具
体的には、現在読み出されているＴＳに格納されている全てのＣＭ映像ＥＳがＥＳデコー
ダ２７に与えられた場合にそのＴＳのフラグがオンされる。
【０１００】
　ステップＳ４においてフラグがオンされている場合、選択部４３は番組映像ＥＳを選択
しＥＳデコーダ２７に与える（ステップＳ９）。それにより、ＥＳデコーダ２７において
番組映像信号が復号され、映像表示装置３００において番組映像が表示される。
【０１０１】
　ステップＳ３において再生指令信号が番組再生指令信号ではないと判別された場合、す
なわち入力部４２からＣＭ再生指令信号が与えられている場合、選択部４３は、ステップ
Ｓ７の処理に進みＣＭ映像ＥＳをＥＳデコーダ２７に与える。それにより、映像表示装置
３００においてＣＭ映像が表示される。
【０１０２】
　このように、本実施の形態においては、視聴者は、ＣＭ映像を見た後でなければ番組映
像を見ることができない。
【０１０３】
　なお、選択部３２は、選択部４３と同様の動作を行う。具体的には、選択部４３におい
て番組映像ＥＳが選択されている場合には、選択部３２は、ＰＥＳデコーダ２５から与え
られる番組音声ＥＳをＥＳデコーダ３０に与える。それにより、ＥＳデコーダ３０におい
て番組音声信号が復号され、音声出力装置４００から番組音声が出力される。
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【０１０４】
　また、選択部４３においてＣＭ映像ＥＳが選択されている場合には、選択部３２は、抽
出部２６から与えられるＣＭ音声ＥＳをＥＳデコーダ３０に与える。それにより、ＥＳデ
コーダ３０においてＣＭ音声信号が復号され、音声出力装置４００からＣＭ音声が出力さ
れる。
【０１０５】
　また、映像表示装置３００に報知映像が表示されている場合には、例えば、無音信号が
音声出力装置４００に与えられる。この場合、音声出力装置４００からは音声が出力され
ない。無音信号は、図示しない記憶部に予め記憶されている。
【０１０６】
　（３）本実施の形態の効果
　本実施の形態においては、選択部４３において番組映像ＥＳが一度も選択されていない
場合には、番組映像信号および番組音声信号が映像表示装置３００および音声出力装置４
００に与えられない。したがって、視聴者は、ＣＭを視聴した後でなければ番組を視聴す
ることができない。それにより、ＴＶ番組のスポンサーが不利益を被ることを十分に防止
することができる。
【０１０７】
　（４）変形例
　上記実施の形態においては、ＴＳに格納されている全てのＣＭ映像ＥＳがＥＳデコーダ
２７に与えられた場合にそのＴＳのフラグがオンされるが、フラグをオンするための条件
は上記の例に限定されない。例えば、所定の割合以上のＣＭ映像ＥＳがＥＳデコーダ２７
に与えられた場合に、ＴＳのフラグがオンされてもよい。
【０１０８】
　また、上記実施の形態においては、映像表示装置３００において報知映像が表示されて
いる場合には音声出力装置４００から音声を出力していないが、任意の報知音を出力して
もよい。
【０１０９】
　また、上記実施の形態においては、ＣＭ再生指令信号が与えられた場合に選択部４３に
おいてＣＭ映像ＥＳが選択されているが、選択部４３におけるＥＳの選択方法は上記の例
に限定されない。例えば、図７のステップＳ４においてフラグがオフの場合には、選択部
４３においてＣＭ映像ＥＳが強制的に選択されてもよい。
【０１１０】
　また、例えば、ステップＳ４においてフラグがオフの場合には、図５の受信装置２００
の場合と同様に、番組映像をメイン映像として映像表示装置３００に表示しつつ、ＣＭ映
像をサブ画面に表示してもよい。
【０１１１】
　また、例えば、選択部４３からＥＳデコーダ２７に番組映像ＥＳが与えられた場合には
、その番組映像ＥＳの後に連続するようにＣＭ映像ＥＳがＥＳデコーダ２７に与えられて
もよい。
【０１１２】
　＜第３の実施の形態＞
　第３の実施の形態に係る送受信システムが第１の実施の形態に係る送受信システム１と
異なるのは以下の点である。
【０１１３】
　（１）受信装置の構成
　図８は、第３の実施の形態に係る送受信システムの放送局装置の構成を示すブロック図
である。
【０１１４】
　図８に示すように、本実施の形態に係る放送局装置５０１は、ＥＳエンコーダ５１～５
４、ＰＥＳエンコーダ５５～５８、複合化部５９，６０、ＴＳエンコーダ６１、変調部６
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２および送出部６３を含む。
【０１１５】
　ＥＳエンコーダ５１には、番組映像信号が与えられる。ＥＳエンコーダ５１は、番組映
像信号を符号化することにより番組映像ＥＳを生成し、生成した番組映像ＥＳをＰＥＳエ
ンコーダ５５与える。
【０１１６】
　ＥＳエンコーダ５２には、ＣＭ映像信号が与えられる。ＥＳエンコーダ５２は、ＣＭ映
像信号を符号化することによりＣＭ映像ＥＳを生成し、生成したＣＭ映像ＥＳをＰＥＳエ
ンコーダ５６に与える。
【０１１７】
　ＥＳエンコーダ５３には、番組音声信号が与えられる。ＥＳエンコーダ５３は、番組音
声信号を符号化することにより番組音声ＥＳを生成し、生成した番組音声ＥＳをＰＥＳエ
ンコーダ５７に与える。
【０１１８】
　ＥＳエンコーダ５４には、ＣＭ音声信号が与えられる。ＥＳエンコーダ５４は、ＣＭ音
声信号を符号化することによりＣＭ音声ＥＳを生成し、生成したＣＭ音声ＥＳをＰＥＳエ
ンコーダ５８に与える。
【０１１９】
　ＰＥＳエンコーダ５５は、番組映像ＥＳをパケット化することにより番組映像ＰＥＳを
生成し、生成した番組映像ＰＥＳを複合化部５９に与える。本実施の形態においては、Ｐ
ＥＳエンコーダ５５において番組映像ＰＥＳのstream_idが０ｘＥ０に設定される。
【０１２０】
　ＰＥＳエンコーダ５６は、ＣＭ映像ＥＳをパケット化することによりＣＭ映像ＰＥＳを
生成し、生成したＣＭ映像ＰＥＳを複合化部５９に与える。本実施の形態においては、Ｐ
ＥＳエンコーダ５６においてＣＭ映像ＰＥＳのstream_idが０ｘＥ１に設定される。
【０１２１】
　ＰＥＳエンコーダ５７は、番組音声ＥＳをパケット化することにより番組音声ＰＥＳを
生成し、生成した番組音声ＰＥＳを複合化部６０に与える。本実施の形態においては、Ｐ
ＥＳエンコーダ５７において番組音声ＰＥＳのstream_idが０ｘＣ０に設定される。
【０１２２】
　ＰＥＳエンコーダ５８は、ＣＭ音声ＥＳをパケット化することによりＣＭ音声ＰＥＳを
生成し、生成したＣＭ音声ＰＥＳを複合化部６０に与える。本実施の形態においては、Ｐ
ＥＳエンコーダ５８においてＣＭ音声ＰＥＳのstream_idが０ｘＣ１に設定される。
【０１２３】
　複合化部５９は、番組映像ＰＥＳとＣＭ映像ＰＥＳとを複合化し、複合化したＰＥＳ（
以下、複合映像ＰＥＳと称する）をＴＳエンコーダ６１に与える。なお、複合化部５９に
おいては、例えば、番組映像ＰＥＳとＣＭ映像ＰＥＳとが時間軸上で交互に配置されるよ
うに複合化される。
【０１２４】
　複合化部６０は、番組音声ＰＥＳとＣＭ音声ＰＥＳとを複合化し、複合化したＰＥＳ（
以下、複合音声ＰＥＳと称する）をＴＳエンコーダ６１に与える。なお、複合化部６０に
おいては、例えば、番組音声ＰＥＳとＣＭ音声ＰＥＳとが時間軸上で交互に配置されるよ
うに複合化される。
【０１２５】
　ＴＳエンコーダ６１は、複合映像ＰＥＳおよび複合音声ＰＥＳをそれぞれパケット化す
るとともに、それらを多重化することによりトランスポートストリーム（ＴＳ）を生成し
、生成したＴＳを変調部６２に与える。
【０１２６】
　変調部６２は、ＴＳを所定の変調方式（例えば、ＱＡＭ方式）で変調する。送出部６３
は、変調部６２により変調処理されたＴＳをＴＶ放送信号として送出する。
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【０１２７】
　（３）受信装置の構成
　図９は、本実施の形態に係る送受信システムの受信装置の構成を示すブロック図である
。
【０１２８】
　図９に示すように、本実施の形態に係る受信装置５０２は、受信部７１、復調部７２、
ＴＳデコーダ７３、ＰＥＳデコーダ７４，７５、ＥＳデコーダ７６～７９、合成部８０お
よび選択部８１を含む。
【０１２９】
　受信部７１は、図８の送出部６３から送出されたＴＶ放送信号を受信する。受信部７１
は、受信したＴＶ放送信号を復調部７２に与える。復調部７２は、ＴＶ放送信号からＴＳ
を復調し、復調したＴＳをＴＳデコーダ７３に与える。
【０１３０】
　ＴＳデコーダ７３は、ＴＳから複合映像ＰＥＳおよび複合音声ＰＥＳを復号し、複合映
像ＰＥＳをＰＥＳデコーダ７４に与え、複合音声ＰＥＳをＰＥＳデコーダ７５に与える。
【０１３１】
　ＰＥＳデコーダ７４は、番組映像ＰＥＳとＣＭ映像ＰＥＳとを分離するとともに、番組
映像ＰＥＳから番組映像ＥＳを復号し、ＣＭ映像ＰＥＳからＣＭ映像ＥＳを復号する。そ
して、ＰＥＳデコーダ７４は、番組映像ＥＳをＥＳデコーダ７６に与え、ＣＭ映像ＥＳを
ＥＳデコーダ７７に与える。なお、ＰＥＳデコーダ７４は、ＰＥＳエンコーダ５５，５６
（図８）において設定されたstream_idに基づいて番組映像ＰＥＳとＣＭ映像ＰＥＳとを
分離する。
【０１３２】
　ＰＥＳデコーダ７５は、番組音声ＰＥＳとＣＭ音声ＰＥＳとを分離するとともに、番組
音声ＰＥＳから番組音声ＥＳを復号し、ＣＭ音声ＰＥＳからＣＭ音声ＥＳを復号する。そ
して、ＰＥＳデコーダ７５は、番組音声ＥＳをＥＳデコーダ７８に与え、ＣＭ音声ＥＳを
ＥＳデコーダ７９に与える。なお、ＰＥＳデコーダ７５は、ＰＥＳエンコーダ５７，５８
（図８）において設定されたstream_idに基づいて番組音声ＰＥＳとＣＭ音声ＰＥＳとを
分離する。
【０１３３】
　ＥＳデコーダ７６は、番組映像ＥＳから番組映像信号を復号し、復号した番組映像を合
成部８０に与える。ＥＳデコーダ７７は、ＣＭ映像ＥＳからＣＭ映像信号を復号し、復号
したＣＭ映像信号を合成部８０に与える。
【０１３４】
　ＥＳデコーダ７８は、番組音声ＥＳから番組音声信号を復号し、復号した番組音声信号
を選択部８１に与える。ＥＳデコーダ７９は、ＣＭ音声ＥＳからＣＭ音声信号を復号し、
復号したＣＭ音声信号を選択部８１に与える。
【０１３５】
　合成部８０は、ＥＳデコーダ７６から与えられる番組映像信号およびＥＳデコーダ７７
から与えられるＣＭ映像信号を合成し、合成した信号を映像表示装置３００（図１）に与
える。本実施の形態においては、映像表示装置３００において、番組映像がメイン映像と
して表示され、ＣＭ映像はメイン映像内に設けられるサブ画面に表示される。
【０１３６】
　選択部８１は、ＥＳデコーダ７８から与えられる番組音声信号およびＥＳデコーダ７９
から与えられるＣＭ音声信号のうちの一方を選択し、選択した音声信号を音声出力装置４
００（図１）に与える。それにより、音声出力装置４００において番組音声またはＣＭ音
声が出力される。なお、本実施の形態においては、使用者が図示しない操作装置の入力部
を操作することにより、音声出力装置４００において選択される音声信号を決定すること
ができる。
【０１３７】
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　（４）本実施の形態の効果
　本実施の形態においては、放送局装置５０１においてＴＳが生成される前に、番組映像
ＰＥＳおよびＣＭ映像ＰＥＳが複合化されるとともに、番組音声ＰＥＳおよびＣＭ音声Ｐ
ＥＳが複合化される。この場合、受信装置５０２においてＴＳからＰＥＳを復号する際に
、番組の情報（番組映像および番組音声）を格納するＰＥＳパケットとＣＭの情報（ＣＭ
映像およびＣＭ音声）を格納するＰＥＳパケットとを分離することが困難になる。それに
より、視聴者によってＴＶ放送信号からＣＭの情報のみが削除されることを防止すること
ができる。
【０１３８】
　また、受信装置５０２において、番組映像ＥＳから復号された番組映像信号とＣＭ映像
ＥＳから復号されたＣＭ映像信号とが合成部８０において合成される。それにより、映像
表示装置３００において番組映像とＣＭ映像とを同時に表示することができるので、ＣＭ
映像を確実に視聴者に提供することができる。
【０１３９】
　以上の結果、ＴＶ番組のスポンサーが不利益を被ることを十分に防止することができる
。
【０１４０】
　（５）変形例
　上記実施の形態においては、映像表示装置３００においてＣＭ映像がサブ画面に表示さ
れているが、番組映像とＣＭ映像とが同じ大きさで表示されてもよい。
【０１４１】
　また、番組映像とＣＭ映像とが異なる時間に表示されてもよい。この場合、合成部８０
は、番組映像ＥＳのＰＴＳおよびＣＭ映像ＥＳのＰＴＳに基づいて番組映像およびＣＭ映
像のいずれか一方を選択し、選択した映像を映像表示装置３００に与える。
【０１４２】
　また、番組映像ＰＥＳ、ＣＭ映像ＰＥＳ、番組音声ＰＥＳおよびＣＭ音声ＰＥＳのstre
am_idの値は上記の例に限定されず、他の値に設定されてもよい。
【０１４３】
　また、上記実施の形態においては、ＰＥＳデコーダ７４，７５において複合映像ＰＥＳ
の分離および複合音声ＰＥＳの分離が行われているが、複合映像ＰＥＳおよび複合音声Ｐ
ＥＳの分離を行うための分離部を設けてもよい。
【０１４４】
　＜第４の実施の形態＞
　第４の実施の形態に係る送受信システムが図８および図９に示した第３の実施の形態に
係る送受信システムと異なるのは以下の点である。
【０１４５】
　図１０は、第４の実施の形態に係る送受信システムの受信装置の構成を示すブロック図
である。
【０１４６】
　図１０に示すように、本実施の形態に係る受信装置５０３は、図６の受信装置２０１と
同様の記憶部４１および入力部４２を有する。また、受信装置５０３には、図９のＥＳデ
コーダ７７，７９、合成部８０および選択部８１が設けられていない。
【０１４７】
　本実施の形態においては、ＰＥＳデコーダ７４は、入力部４２から与えられる再生指令
信号に応じて番組映像ＥＳまたはＣＭ映像信ＥＳを選択し、選択したＥＳをＥＳデコーダ
７６に与える。ＥＳデコーダ７６は、与えられた番組映像ＥＳまたはＣＭ映像ＥＳから番
組映像信号またはＣＭ映像信号を復号し、復号した映像信号を映像表示装置３００（図１
）に与える。また、ＰＥＳデコーダ７４においてＣＭ映像信ＥＳが選択された場合、記憶
部４１においてそのＣＭ映像に対応するＴＳのフラグがオンされる。
【０１４８】
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　以下、受信装置５０３の動作について図面を用いて詳細に説明する。なお、受信装置５
０３の動作は図７のフローチャートを用いて説明される。
【０１４９】
　図７に示すように、まず、記憶部４１は、入力部４２から再生指令信号（番組再生指令
信号またはＣＭ再生指令信号）が与えられたか否かを判別する（ステップＳ１）。再生指
令信号が与えられた場合、記憶部４１はＴＳを読み出す（ステップＳ２）。
【０１５０】
　次に、ＰＥＳデコーダ７４は、入力部４２から与えられている信号が番組再生指令信号
であるか否かを判別する（ステップＳ３）。入力部４２から与えられている再生指令信号
が番組再生指令信号である場合、現在読み出されているＴＳのフラグがオフであるか否か
を判別する（ステップＳ４）。
【０１５１】
　フラグがオフである場合、すなわち現在読み出されているＴＳに格納されているＣＭ映
像ＥＳがＰＥＳデコーダ７４において一度も選択されていない場合、ＰＥＳデコーダ７４
において番組映像ＥＳおよびＣＭ映像ＥＳのどちらも選択されることなく、映像表示装置
３００において報知映像が表示される（ステップＳ５）。それにより、視聴者はＣＭ映像
が一度も再生されていないことを認識することができる。
【０１５２】
　次に、ＰＥＳデコーダ７４は、入力部４２からＣＭ再生指令信号が与えられたか否かを
判別する（ステップＳ６）。ＣＭ再生指令信号が与えられていない場合、ＰＥＳデコーダ
７４はＣＭ再生指令信号が与えられるまで待機する。ＣＭ再生指令信号が与えられた場合
、ＰＥＳデコーダ７４は、ＣＭ映像ＥＳをＥＳデコーダＥＳデコーダ７６に与える（ステ
ップＳ７）。それにより、ＥＳデコーダ７６においてＣＭ映像信号が復号され、映像表示
装置３００においてＣＭ映像が表示される。その後、現在読み出されているＴＳのフラグ
がオンされる（ステップＳ９）。
【０１５３】
　ステップＳ４においてフラグがオンされている場合、ＰＥＳデコーダ７４は、番組映像
ＥＳをＥＳデコーダ７６に与える（ステップＳ９）。それにより、ＥＳデコーダ７６にお
いて番組映像信号が復号され、映像表示装置３００において番組映像が表示される。
【０１５４】
　ステップＳ３において再生指令信号が番組再生指令信号ではないと判別された場合、す
なわち入力部４２からＣＭ再生指令信号が与えられている場合、ＰＥＳデコーダ７４は、
ステップＳ７の処理に進みＣＭ映像ＥＳをＥＳデコーダ７６に与える。それにより、映像
表示装置３００においてＣＭ映像が表示される。
【０１５５】
　なお、ＰＥＳデコーダ７５は、ＰＥＳデコーダ７４と同様の動作を行う。具体的には、
ＰＥＳデコーダ７４からＥＳデコーダ７６に番組映像ＥＳが与えられている場合には、Ｐ
ＥＳデコーダ７５は、番組音声ＥＳをＥＳデコーダ７８に与える。それにより、ＥＳデコ
ーダ７８において番組音声信号が復号され、音声出力装置４００から番組音声が出力され
る。
【０１５６】
　また、ＰＥＳデコーダ７４からＥＳデコーダ７６にＣＭ映像ＥＳが与えられている場合
には、ＰＥＳデコーダ７５は、ＣＭ音声ＥＳをＥＳデコーダ７８に与える。それにより、
ＥＳデコーダ７８においてＣＭ音声信号が復号され、音声出力装置４００からＣＭ音声が
出力される。
【０１５７】
　また、映像表示装置３００に報知映像が表示されている場合には、例えば、無音信号が
音声出力装置４００に与えられる。この場合、音声出力装置４００からは音声が出力され
ない。無音信号は、図示しない記憶部に予め記憶されている。
【０１５８】
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　なお、ＰＥＳデコーダ７４においては、番組映像ＰＥＳおよびＣＭ映像ＰＥＳのstream
_idに基づいて番組映像ＥＳまたはＣＭ映像ＥＳが選択される。また、ＰＥＳデコーダ７
５においては、番組音声ＰＥＳおよびＣＭ音声ＰＥＳのstream_idに基づいて番組音声Ｅ
ＳまたはＣＭ音声ＥＳが選択される。
【０１５９】
　以上のように、本実施の形態においては、ＥＳデコーダ７６にＣＭ映像ＥＳが一度も与
えられていない場合には、ＥＳデコーダ７６およびＥＳデコーダ７８に番組映像ＥＳおよ
び番組音声ＥＳが与えられない。したがって、視聴者は、ＣＭを視聴した後でなければ、
番組を視聴することができない。それにより、ＴＶ番組のスポンサーが不利益を被ること
を十分に防止することができる。
【０１６０】
　＜各部の実現方法＞
　図２、図５、図６、図８、図９および図１０に示す構成要素の全てがＣＰＵ（中央演算
処理装置）およびプログラムにより実現されてもよく、一部または全てが電子回路等のハ
ードウエアにより実現されてもよい。
【０１６１】
　＜他の実施の形態＞
　上記実施の形態においては、映像表示装置３００にＣＭ映像が表示される場合に音声出
力装置４００からＣＭ音声が出力されているが、映像表示装置３００に番組映像のみが表
示されている場合に音声出力装置４００からＣＭ音声を出力してもよい。
【０１６２】
　この場合、映像表示装置３００に表示されている番組映像に関連付けてＣＭ音声を出力
することができる。それにより、スポンサーは自社の製品等をより効果的に視聴者に印象
付けることができる。また、この場合、ＣＭ映像が表示されないので、視聴者は快適にＴ
Ｖ番組を視聴することができる。
【０１６３】
　また、上記実施の形態においては、テレビジョン放送信号を送受信する送受信システム
について説明したが、本発明は、映像および音声を電気通信技術を用いて送受信する他の
形態の送受信システム（例えば、インターネット放送システム）にも適用することができ
る。
【０１６４】
　また、第１および第２の実施の形態においては、番組映像ＥＳのuser_data領域にＣＭ
映像ＥＳおよびＣＭ音声ＥＳが格納されているが、他のデータ領域（使用者が任意に使用
できるデータ領域）にＣＭ映像ＥＳおよびＣＭ音声ＥＳが格納されてもよい。
【０１６５】
　＜請求項の各構成要素と実施の形態の各要素との対応＞
　以下、請求項の各構成要素と実施の形態の各要素との対応の例について説明するが、本
発明は下記の例に限定されない。
【０１６６】
　第１および第２の実施の形態においては、ＥＳエンコーダ１１またはＥＳエンコーダ１
２が第１の符号化部の例であり、ＥＳエンコーダ１４が第２の符号化部の例であり、ＰＥ
Ｓエンコーダ１５およびＴＳエンコーダ１７がパケット生成部の例であり、ＴＳデコーダ
２３およびＰＥＳデコーダ２４が第１の復号部の例であり、抽出部２６が抽出部の例であ
り、ＥＳデコーダ２８またはＥＳデコーダ２９が第２の復号部の例であり、ＥＳデコーダ
２７が第２または第３の復号部の例であり、映像表示装置３００が表示部の例である。
【０１６７】
　第３および第４の実施の形態においては、ＥＳエンコーダ５２またはＥＳエンコーダ５
４が第１の符号化部の例であり、ＥＳエンコーダ５１またはＥＳエンコーダ５３が第２の
符号化部の例であり、ＰＥＳエンコーダ５６またはＰＥＳエンコーダ５８が第１のパケッ
ト生成部の例であり、ＰＥＳエンコーダ５５またはＰＥＳエンコーダ５７が第２のパケッ
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ト生成部の例であり、複合化部５９または複合化部６０が複合化部の例であり、ＴＳエン
コーダ６１が第３のパケット生成部の例であり、ＴＳデコーダ７３が第１の復号部の例で
あり、ＰＥＳデコーダ７４またはＰＥＳデコーダ７５が第２の復号部の例であり、ＥＳデ
コーダ７７またはＥＳデコーダ７９が第３の復号部の例であり、ＥＳデコーダ７６または
ＥＳデコーダ７８が第３または第４の復号部の例であり、映像表示装置３００が表示部の
例である。
【０１６８】
　請求項の各構成要素として、請求項に記載されている構成または機能を有する他の種々
の要素を用いることもできる。
【産業上の利用可能性】
【０１６９】
　　本発明は、ＴＶ放送信号を生成する放送局の装置、ＴＶ放送信号を受信するテレビジ
ョン受像機等の記録再生装置ならびにＤＶＤ、ハードディスク等の記録媒体の記録および
再生を行う記録再生装置等に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１７０】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る送受信システムの構成を示すブロック図
【図２】放送局装置の構成を示すブロック図
【図３】番組映像ＥＳのＳｙｎｔａｘを示す図
【図４】extension and user dataのＳｙｎｔａｘを示す図
【図５】受信装置の構成を示すブロック図
【図６】第２の実施の形態に係る送受信システムの受信装置の構成を示すブロック図
【図７】受信装置の動作の一例を示すフローチャート
【図８】第３の実施の形態に係る送受信システムの放送局装置の構成を示すブロック図
【図９】第３の実施の形態に係る送受信システムの受信装置の構成を示すブロック図
【図１０】第４の実施の形態に係る送受信システムの受信装置の構成を示すブロック図
【符号の説明】
【０１７１】
　１　　送受信システム
　１１～１４，５１～５４　　ＥＳエンコーダ
　１５，１６，５５～５８　　ＰＥＳエンコーダ
　１７，６１　　ＴＳエンコーダ
　２３，７３　　ＴＳデコーダ
　２４，２５，７４，７５　　ＰＥＳデコーダ
　２６　　抽出部
　２７～３０，７６～７９　　ＥＳデコーダ
　１００　　放送局装置
　２００　　受信装置
　３００　　映像表示装置
　４００　　音声出力装置
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